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生涯学習＝見つけること 

                  校長 福倉 泰一郎 

校庭の桜の木の枝の先についているつぼみ

も花びらの色がわかるくらい丸く膨らんでき

ました。また，各教室からは，卒業式で歌う曲

の歌声も聞こえてくるようになり，学校の一年

もいよいよ最終章だなと感じるこの頃になってまいりました。 

この一年間も校区合同運動会や秋祭り・夏の美化作業・校区

文化祭（学習発表会）・県民週間・高齢者とのグランドゴルフ

活動など校区の方々と共に活動したり，見守ったりしていただ

いたおかげさまで子どもたちは，事故・事件に会うことなく元

気に過ごすことができ，感謝の気持ちでいっぱいでございます。 

卒業の時期を迎え，「学校で学ぶ時期は，長い人生の中でい

えばわずかな期間であること、生涯学習社会において，学校教

育は，生涯学習の一通過点であることや生涯学習に向けた基礎

を培う期間だということ」を改めて思います。学校を卒業した

後も、やっているすべてのことが学習であることになります。

例えばテレビや新聞で社会情勢を知ること，仕事での技能を高

めること，グランドゴルフで体を動かすこと，趣味を実践する

ことなど・・・。学習というと難しく考えてしまいがちですが，

「見つけること」と考えれば，興味を持って楽しんでできるの

かもしれません。学生時代は，学問の真理を見つけること，青

壮年期は，仕事や家庭の価値を見つけること，熟年期は，生き

甲斐を見つけることなのかもしれません。そして生涯を通じて

流れているのは，自分らしさを見つけることなのだろうと思い

ます。夢に向かった子どもたちの自分探しの旅（自分を見つけ

る活動）を学校ではこれからも支援し続けたいと思います。 

さて，間もなく小学校の教育課程を修了し，今年度は２名の

子どもたちが卒業していきます。迫 陽菜子さんと牧迫莉来さ

んです。最高学年として、今年１年、全校児童

の手本となりがんばってくれた子どもたちで

す。校区の皆様方も時間がとれましたら是非，

卒業式にご参加いただき門出を祝ってくださ

ればと思います。 

 

 ２月５日（水）に校内持久走大会がありま

した。昨年からコースを学校近くの川沿いの

道に変更し，幼稚園児が300～500ｍ，小学

生が600ｍから1500ｍを走りました。 

当日はとても寒い日でしたが、今年から実

施を２月に変更して練習期間が増えたことも

あり、寒い冬場に練習を積んだ成果を発揮し

ようと、子どもたちはそれぞれに自分の目標

タイムに向かって精一杯走っていました。 

寒い中にもかかわらず多くのお父さんやお

母さん，おじいちゃん・おばあちゃんに応援

に来て頂きありがとうございました。そのお

陰で子どもたちは練習以上の走りができたよ

うです。寒い中の温かいご声援、本当にあり

がとうございました。 

２月５日（水）には、校内意見発表会

も行いました。これまでふるさと・コミ

ュニケーション科を中心に学習してきた

表現力・発表力の発表の場として毎年行

っている授業です。１・２年生は自分の

誕生や親への感謝を、３・４年生は自分

の将来なりたい職業について調べたこと

について、５・６年生は小学校生活や家

族への思いや経験から学んだことなどに

ついて発表しました。 

陽成小学校の子どもたちは、普段から

始・終業式での発表、様々な集会活動で

の感想の発表等、発表の機会が多く、さ

らに今回の様に事前に準備をしての発表

に加え、突然の感想発表等の機会も他校

より多いと思います。子どもたちはそれ

らの機会を通して発表する体験を積み重ね、常に発表の準備をしながら

聞く体制を身につけつつあります。当日は、多くの保護者の皆さんにご

参観いただき、緊張した中にも生き生きと学習・発表することができま

した。ご参加いただいた皆さんどうもありがとうございました。 

２月１日（土）には、市ライオンズクラブ主催の「青少年健全育成

意見発表大会」が開催され、６年

生の牧迫莉来さんが学校の代表と

して出場し、「精一杯やること」と

いう演題で発表しました。大勢の

出場者、観客の前でも堂々とした

立派な発表をしてくれました。 

2月４日(火)には、陽成小学校の体験入学があり、4月に入学する

山口俊くん、石神心愛さん、町田美有さ

んが陽成小に来てくれました。校長先生

のお話を聞いた後、お母さん方が説明を

受けている間、１・２年教室で１・２年

生のお兄さん・お姉さんと一緒に楽しく

活動しました。はじめは緊張していたよ

うですが、１・２年生の楽しい演出や温

かい声かけもあり、３人とも笑顔で帰っ

て行きました。全校児童が３人の新入生

の入学を楽しみに待っています。 

また、1月２８日(火)には、高城中央

幼稚園で入園説明会と体験入学が行わ

れ、4月入園予定の子どもたちとお母さ

ん方が参加してくださいました。お母さ

ん方には幼稚園生活の様子等知ってい

ただくために校長先生・清田先生のお話

をきいて頂き、子どもたちは在園児たち

と一緒に遊んで幼稚園生活を体験しま

した。最初はなかなか慣れない様子も見

られましたが、後半は園児たちに誘われ

て楽しそうに笑顔で遊んでいました。4

月の入園式を園児たちと一緒に楽しみにしています。 

２月１８日（火）には、３・４年生が「半成人式」を行い、４年生

体験入学・入園（入学・入園説明会） 

青 少 年 健 全 育 成 意 見 発 表 大 会 

半  成  人  式 



の半成人を祝いました。４年生が高学年への決意を発表したり保護者

への贈り物をしたりしました。また、子どもたちが工夫して作ったお

菓子も親子一緒に食べ、お母様方からのメッセージに子どもたちは感

動したようでした。笑顔にあふれたとてもすてきな半成人式でした。 

きっと子どもたちの心には、成人へ向けての将来への希望がふくら

んだのではないでしょうか。お忙しい中、ご参加くださった保護者の

皆様、どうもありがとうございました。 

 

 

薩摩川内市では，学校運営の改善や地域・保護者に信頼される学校

づくり，地域の教育力の活性化を大きな目的として，学校関係者評価

委員会が各中学校区に設置され運営されています。私たちの平成中校

区でも，各校の校長先生が推薦し市教育委員会が委嘱した 15 名の

方々が，随時各校を訪問し授業や行事などを参観して評価してくださ

っています。今年度の本校・園の評価については，右にありますので

ご覧ください。 

 

 

平 成 中 校 区 学 校 関 係 者 評 価 委 員 の 評 価 

学校保健委員会　学級ＰＴＡ

校区子ども会育成協議会保護者会

命を大切にする心を育む日　教育相談

育友会保護者会　安全点検　ＡＬＴ来校日

６ 木 貯金日　漢字検定　卒業式練習

７ 金 お別れ遠足　平成中校区あいさつデー

12 水 卒業式練習　育友会総会

13 木 卒業式予行　平成中卒業式

14 金 移動図書（返却）　卒業式練習　クラブ見学

18 火 全校給食（幼小）　卒業式練習

第４回高城中央幼稚園卒園式・修了式

卒業式練習　クラブ活動

20 木 卒業式準備

21 金 春分の日

24 月 第６７回卒業式

25 火 修了式　大掃除　職員会議

27 木 育友会新旧役員会　校区送別会

28 金 辞任式　平成中辞任式・ＰＴＡ送別会

３ 月 の 行 事 予 定

19 水

５ 水

３ 月

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 0 Ａ 4
(6) Ｂ 6 Ｂ 11

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 5 Ａ 9
(6) Ｂ 1 Ｂ 6

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 1 Ａ 3
(6) Ｂ 5 Ｂ 11

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0

13

　英語教育の推進
について、小・中
学校の特質を活か
して充実が図られ
ている。

　ＧＴ、ＡＬＴとの連携がとれている。中

学校との連携をとりたい。

　複式学級であるので指導計画に基づいて

というのは難しいところがあるが、ＡＬＴ

やＧＴの力を借りて楽しい活動が展開され

ている。

　「英語活動は楽しい」とい

う活動を是非進めて頂きた
い。中学校英語との違いを明
確にして。　複式学級の特質

を生かした授業形態のさらな
る工夫を。

3.2 3.2

12

　薩摩川内元気
塾は、子どもた
ちに夢や元気を
与えてくれてい
る。

　毎回色々な視点で話が聴

けて、私たちも元気をも
らっている。講師をどのよ

うに選ぶかが難しいかもし
れない。

　元気塾の主旨が理解
されている。　児童に
とって適切な講師選定
になっている。　学校
便りで分かる。

3.8 3.6

11

　小中一貫教育
は、積極的に実
践されている。

　昨年度の発表が終わっ
てから、中学校区全体で
小中一貫教育取組に勢い
がなくなっている気がす
る。

　中学校を中心として
それぞれの教育段階で
積極的に取り組まれて
いる。　学校便りで分
かる。

3.0 3.3

番号 事項 評価項目
学校教職員による自己評価(集約） 学校関係者評価委員による評価(集約)
評定(数値平均) 評定(数値平均)

高城中央幼稚園 福　倉　　泰一郎　

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 7
(1) Ｂ 2 Ｂ 8

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 1 Ａ 2
(1) Ｂ 4 Ｂ 13

Ｃ 0 Ｃ 0

Ｄ 0 Ｄ 0

段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 5 Ａ 11
(2) Ｂ 0 Ｂ 3

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 5 Ａ 6
(2) Ｂ 0 Ｂ 8

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 5
(3) Ｂ 1 Ｂ 10

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 6
(4) Ｂ 2 Ｂ 8

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 6
(5) Ｂ 2 Ｂ 9

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 7
(5) Ｂ 2 Ｂ 7

Ｃ 0 Ｃ 1
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 0 Ａ 2
(7) Ｂ 5 Ｂ 12

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 8
(7) Ｂ 2 Ｂ 6

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0

10

　保護者や地域
は学校の教育活
動に対して協
力・支援を行っ
ている。

　行事への参加等、積極
的に協力している。

3.6 3.6

9

　子どもたちの
学力や体力の実
態が保護者や地
域によく知らさ
れている。

　数値で表せないことも有り、保護者に対

する個々の園児の状況は話すが、全体とし

ての情報は知らせていない。

　幼稚園の段階では難し
い面が多いが、全体とし
ては子どもたちの成長の
度合いを知らせれば良い
と思う。

3.0 3.1

8

　学校の施設・
設備は定期的に
安全維持管理の
ための点検等が
なされている。

　毎月、定期的に点検を
行っている。

　室内が暗かったです。照明より太陽の光を

入れる為天窓を付けてみてはどうでしょう

か。　園庭の木造椅子がグラグラする。　備

品や教具等も多く、機能的に良く整頓されて

いた。3.6 3.4

7

　学校は常に整
理整頓、清掃さ
れ、花や緑にか
こまれている。

　緑化活動も、積極的に
行っている。

3.6 3.4

6

　教職員は、子
どもや保護者、
地域との望まし
い関係を築いて
いる。

　課外の保護者との連携・
相談なども行っている。地

域行事にもできる限り参加
している。

　地域行事に積極的に
参加することが大切。
是非頑張って頂きた
い。

3.6 3.4

5

　子どもたちの安
全（登下校時、自
然災害時）につい
て細心の注意をは
らっている。

　保護者とも連携し、安
全な通園を行っている。

3.8 3.3

4

　いじめや不登校
など生徒指導上の
課題解決に向けて
積極的に取り組ん
でいる。

　常に園児たちの様子を
観察し、早期対応を心が
けている。

4.0 3.4

　望ましい姿を設定し取り組

みを進めることが大切だと思
う。　数値目標は難しい面も

あると思うが、到達目標等の
設定はどうだろうか。

3.2 3.1

3

　子どもたち
は、楽しそうに
生き生きと学校
生活をおくって
いる。

　園児たちは、毎日元気
に登園し、楽しく園生活
を送っている。

　随所に生き生きした姿が見

られる。　皆楽しそうに活動
している。　給食が楽しそう

でした。園児の元気で明るい
顔が嬉しいです。

4.0 3.8

学校関係者評価委員による評価(集約)
評定(数値平均) 評定(数値平均)

番号

2

　望ましい子どもの

姿（学力・体力・知
力）に向かって数値

的目標を設定し努力
している。

　明確な数値目標の設定
は難しいが、望ましい姿
を設定して努力してい
る。

1

　校長の学校経
営方針等が保護
者や地域に伝
わっている。

　今年度から、保護者向
けの週報に加え地域に向
けた園便りを出してい
る。

学校名 園長名

　園便りで大変良く伝え
られている。　園便りで
地域にも情報発信してい
るのは素晴らしい。　園
だよりで分かる。

3.6 3.5

事項 評価項目
学校教職員による自己評価

陽成小学校 福　倉　　泰一郎　　

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 9
(1) Ｂ 2 Ｂ 6

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 0 Ａ 1
(1) Ｂ 6 Ｂ 14

Ｃ 0 Ｃ 0

Ｄ 0 Ｄ 0

段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 6 Ａ 12
(2) Ｂ 0 Ｂ 2

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 9
(2) Ｂ 2 Ｂ 5

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 2 Ａ 5
(3) Ｂ 3 Ｂ 9

Ｃ 1 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 1 Ａ 3
(4) Ｂ 5 Ｂ 10

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 1 Ａ 7
(5) Ｂ 5 Ｂ 7

Ｃ 0 Ｃ 0

Ｄ 0 Ｄ 0

段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 4 Ａ 5
(5) Ｂ 2 Ｂ 9

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 0 Ａ 3
(7) Ｂ 5 Ｂ 11

Ｃ 1 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ 3 Ａ 9
(7) Ｂ 3 Ｂ 5

Ｃ 0 Ｃ 0
Ｄ 0 Ｄ 0

10

　保護者や地域
は学校の教育活
動に対して協
力・支援を行っ
ている。

　保護者と連絡を取
り合って共同で子ど
もたちの育成に当
たっている。

　地域も協力する体制はある

ので申し出てください。　育

友会、陽春会等の積極的な協

力・支援がみられる。　高齢

者との各種交流等よくなされ

ている。　学校行事に積極的

に参加。

3.5 3.6

9

　子どもたちの
学力や体力の実
態が保護者や地
域によく知らさ
れている。

　少人数で難しい面
もある。
　学校便り等でよく
知らされている。

　学校便り等で周知されてい

ると思います。

　個人が特定されるのは良く

ないが､当初の数値目標に基づ

く結果としてある程度知らせ

ても良いかと思う。

2.8 3.2

8

　学校の施設・
設備は定期的に
安全維持管理の
ための点検等が
なされている。

　毎月点検を行い、
気づいたところは点
検意外にも報告でき
る状態にある。

　ガラス戸が強化硝子
でないので安全上問題
があるのでは。　空き
教室等の整理・活用に
工夫が必要である。

3.7 3.4

7

　学校は常に整
理整頓、清掃さ
れ、花や緑にか
こまれている。

　緑化の方は、校長
先生や主事さんに任
せていることが大き
く反省している。

　担当者の方に感謝します。また、職員全体

で取り組んでいる姿がほしいです。　夏の花

が未だに良く管理されておりすばらしい。た

だ教児一体となった取組こそ教育的な意義が

あるのでは。　中庭の花がきれいである。

空き教室、手の届かないところもあるように

思われた。校舎は大きいのに人は少ないハン

デだと思います。　緑化計画が良く立てら

れ、サルビアの花がきれいでした。　花は咲

いていなかったが、苗作りに取り組んでい

た。

3.2 3.5

6

　教職員は、子
どもや保護者、
地域との望まし
い関係を築いて
いる。

　直接話をしたり、書面
などでお知らせするなど
して子どもたちの情報交
換に努めている。

　お互いが声かけをすること

で関係強化がより上がるので

はないでしょうか。　地域行

事への参加状況はどうだろう

か。信頼関係は積極的な参加

により築かれるのでは。

3.2 3.2

5

　子どもたちの安
全（登下校時、自
然災害時）につい
て細心の注意をは
らっている。

　保護者との連携、非常時の集団下校体制

の確立を行い、通学路点検や避難訓練など

を通して、周知や意識付けを行っている。

自転車乗車時のヘルメットの徹底、防犯ブ

ザーの点検が不十分。

　立哨等も管理者だけでな

く、全体で実施することで意

識向上が図られると思いま

す。

　体育館への移動等良く指導

されている。

3.2 3.4

4

　いじめや不登校
など生徒指導上の
課題解決に向けて
積極的に取り組ん
でいる。

　月１回の心の教育推進委

員会をはじめ、児童と担任

の教育相談を行い、早急な

把握と全体での解決に努め

ている。

　明るい雰囲気であるし、今後も継続した取

組をお願いします。

　複式学級で縦割り横割りとつながることで

自然ときめ細かくなるのではないでしょう

か。　全職員で取り組んでいる様子が窺え

る。

3.7 3.6

　可能なところで設定しそれに向けた取組・

努力が大切である。　はんやや一輪車が体に

ついて良く取り組まれているように思いま

す。数値でなくても目に見えてスバラシイ。

複式学級で困難な面もあろうが、可能なとこ

ろから設定して欲しい。　１年生が１人で、

１・２年の複式指導や経営が難しいのではと

思う。

3.0 3.1

3

　子どもたちは、楽

しそうに生き生きと

学校生活をおくって

いる。

毎日、大きな病気をすることなく、元気に

生活することができている。

　はんや大会や仲よし音楽会など目標に向

かって一生懸命頑張っている姿が見られ

る。

　諸活動の中に生き生き
とした姿が見られる。
各種行事等で自信にあふ
れた活動をしている。

4.0 3.9

学校関係者評価委員による評価(集約)
評定(数値平均) 評定(数値平均)

番号

2

　望ましい子どもの

姿（学力・体力・知

力）に向かって数値

的目標を設定し努力

している。

　知・体は、数値目
標を設定しやすい
が、徳は難しい。

1

　校長の学校経
営方針等が保護
者や地域に伝
わっている。

　地域へは学校便りによる

広報を行っている。

　経営方針の具体策が職員

にも降りてくるので、職員

から保護者にも伝えること

ができる。

平成２５年度　学校関係者評価結果　　　　　　　　　　　　　　

学校名 校長名

　校長先生から機会あるごとに分かりやすく

方針に沿った話を頂いている。

　あらゆる機会を捉え良く伝えられている。

特に学校教育目標の具現化に向けた取組がな

されているように思う。　情報発信がよくな

されている。　学校便りで分かる。

3.7 3.6

事項 評価項目
学校教職員による自己評価


